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今朝の食事でバランスチェック

平成27年度 平和月間平成27年度 平和月間年度 平和月間平成27年度 平和月間
西原町では6月を「西原町平和月間」と位置づけ、平和事業の推進に努めています。

パネル展▶

▲テニス大会のようす

と
も
に
支
え
合
い

　
西
原
町
は
毎
年
6
月
を
西
原
町
男
女
共
同

参
画
月
間
と
定
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
西
原
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
6
月
14
日
に

開
催
さ
れ
た
第
10
回
西
原
町
長
杯
さ
わ
ふ
じ

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
で
は
、
男

女
で
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
を
組
み
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。
同
大
会
は
テ
ニ
ス
を
通
し
、
男

女
が
支
え
あ
い
対
等
な
協
力
関
係
を
築
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
原
町
町

民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
町
民
広
場
で
は
6
月
24

日
か
ら
30
日
の
日
程
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
、
来
庁
者
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
周
知

を
行
い
ま
し
た
。

講師の上里さん

祝賀会のようす

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に

大
き
な
期
待

尚
円
王
を
学
ぶ

　
尚
円
王
生
誕
６
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環

で
行
わ
れ
て
い
る
町
民
講
座
（
第
1
回
）
が

7
月
5
日
に
西
原
町
立
図
書
館
で
行
わ
れ
、

１
０
０
名
余
り
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
歴
史
家
の
上う
え
ざ
と里

隆た
か

史し

さ
ん

は
、
尚
泰
久
王
や
尚
徳
王
な
ど
尚
円
王
に
ゆ

か
り
の
深
い
人
物
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、

尚
円
王
の
生
い
立
ち
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
「
尚
円
王
に
関
係
す
る
人
物
や
さ
ま
ざ
ま

な
文
書
な
ど
尚
円
王
の
周
囲
か
ら
彼
を
見
つ

め
る
こ
と
で
、
新
し
い
尚
円
王
の
人
物
像
を

描
く
試
み
を
行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
時

間
で
は
尚
円
王
に
関
し
た
質
問
が
次
々
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
に
大
型
Ｍマ

Ｉイ

ス
Ｃ
Ｅ
施
設
の
建
設
が
決
定
し
た
こ
と
を
祝

い
、
6
月
25
日
に
西
原
町
中
央
公
民
館
で
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
５
０
０
名

余
り
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
の
開
催
に
あ
た
り
、上
間
明
町
長

は
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
誘
致
に
協
力
し

た
み
な
さ
ま
へ
の
感
謝
を
伝
え
、
ホ
テ
ル
用

地
や
商
業
用
地
の
受
け
皿
づ
く
り
に
、
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、

来ら
い
ひ
ん賓
の
方
々
に
よ
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
へ

の
思
い
が
語
ら
れ
、
会
場
全
体
で
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
文
化
協
会
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
さ
ら
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
食
事
は
、

星
い
く
つ
?

　
Ｓサ

ッ

ト
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
体
験
会
が
6
月
19
日
に

西
原
町
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
は
フ
ー
ド
モ
デ
ル

を
選
ん
で
ト
レ
イ
に
乗
せ
る
と
、
自
分
の
食

事
バ
ラ
ン
ス
が
分
か
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
毎

年
6
月
は
全
国
統
一
で
食
育
月
間
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
西
原
町
で
は
そ
の
一
環
と
し
て

パ
ネ
ル
展
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
体
験
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
西
原
町
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
わ
り

ん
」
も
体
験
し
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
結
果

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
体
験
者
に
は
、
栄
養

士
か
ら
結
果
を
踏
ま
え
て
、
栄
養
面
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲講演会のようす

▲清掃のようす

▲年表の展示

戦後70年表

▲折鶴でつくられた平和の絵

折鶴で平和を伝えます

　新
あらしろ
城俊

とし
昭
あき
さん（沖縄大学客員教授）による平和講演会「戦後70年・沖縄

戦から何を学ぶか～未来への平和メッセージ～」が7月3日にさわふじ未来
ホールで開催されました。新城さんは「私たちには未来に戦争が起こらない
ようにする責任があります。戦争を体験した人や遺骨収集をしている人から
話を聞くなど戦争を学ぶことが必要です」と伝えました。仲

なかざと
里音

ね ね
々さん（西

原東中3年）は「戦争を学ぶ意味を知りました。今度、祖父に会った時に戦
争がどうだったかを聞いてみたいです」と講演会の感想を述べました。

平和講 演会

　6月20日に西原町立図書館で、戦争体験者の記録を手作り本にするワーク
ショップが行われました。この事業は、興味を持ちやすい戦争の証言やエピ
ソードをまとめた手作り本を作成
することで、幼い子どもたちが戦
争について追体験し、平和への思
いを深めてもらうことを目的とし
ています。田

た
村
むら
敏
としかず
和館長による戦

争体験の話を聞いた後、子どもた
ちは熱心に手作り本の作成に取り
組んでいました。

手作り本で平和を学ぼう

▲手作り本を作成中

　沖縄戦の写真や遺品を集めた「戦争写真・パネル・遺品展」が6月1日から6
月30日まで西原町中央公民館で開催されました。6月18日には西原高校と
西原中学校の生徒が沖縄戦遺骨収集ボランティアの高

たか
江
え
洲
す
善
ぜん
清
せい
さんによる説

明を聞きながら「戦争写真・パネル・遺品展」を見学しました。

平和を学びました（西原高校、西原中学校）

▲西原中学校の生徒 ▲西原高校の生徒

　西原保育園（ぞう組）の子どもたちが6月11日に西原の塔
の平和の碑に折
鶴を捧げました。
戦没者刻

こくめい
銘碑

ひ
を

見る子どもたち
から「かわいそ
う、平和がいい
な」と、平和を思
う声が聞こえて
きました。

折鶴をささげまちゅた

▲折鶴を捧げるようす

　６月20日、厳しい暑さの中、西原町シルバー人材セン
ターの会員97
名が西原の塔と
隣接する旧役場
壕跡地の除草清
掃作業および戦
没者刻

こく
銘
めい
碑
ひ
の拭

き取りを行いま
した。

平和への思いを込めて清掃活動
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